
薬学部同窓会幹事会（H31.4.13）議事録 

 

日  時：平成 31 年 4 月 13 日（土）16：00～18：00 

場  所：PORTA 神楽坂 6F 第 1 会議室 

出席者：上村会長(23 期)、関副会長(18 期)、磯部副会長(22 期)、内村副会長(30 期) 

金澤・根元(12 期)、小高(13 期)、日向(15 期)、武田(16 期)、小松(20 期)、安藤・樽野・花岡・ 

牧田(22 期)、佐藤・中村(23 期)、秋山・五十嵐・金森・佐藤(24 期)、秋本(28 期)、菊地(30 期)、 

小島(34 期)、上林(38 期)、松本(43 期)、高尾(45 期)、髙橋(52 期) 

小茂田先生(15 期)、真野先生(34 期)                   事務局 小林 

  

議  事： 

① 令和元年度総会準備  24 期担当より 

・日程は、令和元年 7月 20 日(土) 12：30～幹事会、総会、講演会、懇親会の予定とし、24 期担当で準備を

進める。司会は未定。講演会は、講師 2 名の予定で、宮嵜靖則先生(24 期)、松浦克彦先生(25 期)。今後、

資料などの準備を進めていく。 

・会場は、インテリジェントロビー・ルコを予約済み。 

・24 期同期会については、総会懇親会と合同開催。 

 

② ふなかわら 31 号準備  内村副会長より 

・原稿の取りまとめは 7月中、10 月発行を予定。 

・ふなかわら 31 号目次一覧に沿って、執筆者・依頼者を決定し、また原稿の状況を確認した。 

 

③ 令和元年度地区交流会（下関）について  上村会長より 

日本薬剤師会学術大会の開催にあわせて行う。 

令和元年 10 月 13 日（日）19：30～21：30 下関春帆楼にて開催予定。 

下関近隣の同窓生の方へ、メールまたはハガキでご案内を出す予定。 

 

④ 平成 30 年度卒業式、卒業謝恩会について  上村会長より 

平成 31 年 3 月 19 日（火）武道館での卒業式後、卒業証書配付会場にて、大学側配付資料とともに卒業

修了記念品スパーテルを手渡し、事務局もお手伝いをした。 

同日 18：30 よりホテルメトロポリタンエドモンドにて卒業謝恩会が行われ、上村会長がお祝い金 10 万

円を持参して出席し、同窓会からの卒業記念品授与についても触れて挨拶し、乾杯の音頭をとった。 

 

⑤ 平成 30 年度会費納入状況 3/31 集計（既卒者及び新卒 56 期生・修了者）  事務局より 

・平成 30 年度は 56 期 188 名（YP 92 人 、YM 96 人）のうち 21％が会費を納入、既卒者の納入額と合計

すると総額は 284 万円を上回った。 

・平成 31 年 3 月 31 日現在の会員数は卒業生 10,043 名、大学院 218 名で総数 10,261 名となった。 

 

⑥ ホームページのリニューアルについて  上村会長より 

インク社、エスト社（45 期高尾氏）の見積書をもとに説明があり、今後は、社の実績や、実際のＨＰデザ

イン、管理費・維持費などをみて、正副会長会で検討を続けることになった。 

 

⑦ 同窓会組織、幹事の定義、幹事会の名称について  磯部副会長より 



●昨年、より多くの方に幹事会に参加していただけるように、“幹事会”の名称を変更するのはどうか、と

いう提案があり、正副会長会で出された名称案とともに会則の改正案についても議論した。 

幹事という役員は残し、幹事会→定例会。定例会の議決については全体的合意とする。その場合、重要

な事項（特に会費）についての議論も行うので、最終決定は総会とするなど、はっきり会則に明示する必

要があるのではないかと意見が出され、正副会長会で引き続き議論する。 

●薬学科が 6年制になったことで、同じ卒業期でも薬学科と生命創薬科学科では入学時に 2年のずれがあ

るため、学科ごとに同期会が行われることが増えていくと思われる。その場合、同期会お祝い金は、現在

卒業期単位となっているが、学科単位にすることについて議論された。 

 46 期までの薬学科 4年制の卒業期については、卒業期単位で 30,000 円、47 期以降の薬学科 6年制の卒

業期については、学科単位で 20,000 円とする。また、「個人情報に関する依頼書・誓約書」に、学科の確

認、ふなかわら原稿・写真の提供について、お祝い金の返還規定についても追記する。 

●総会担当期が、総会にあわせて行う同期会については、前回開催から 3年経過していない場合でもお祝

い金の対象とする。 

 

⑧ 同窓会による就職相談会について  上村会長より 

7 月～8月の土曜日の開催を考えている。学生が自由にブースに行き、同窓生の話を聞くような形にする。 

製薬メーカー（開発）、病院、薬局にお勤めの同窓生の方にご協力をお願いしたい。 

 

⑨ 理窓会関連団体交流会・懇親会（第 7回）  磯部副会長より 

 平成 31 年 3 月 16 日（土）PORTA 神楽坂にて開催され、上村会長、関副会長、磯部副会長が出席し、活

動報告を行った。現在、関連団体として 70 団体ほど加盟しており、クラブ・学科・会社関係・地域の集ま

りが多く、薬学部同窓会のような学部全体の集まりは少ない。 

 

⑩ その他 

小茂田先生より 

・日本医薬品安全性学会学術大会  

2019 年 7 月 27 日（土）～28 日（日） 東京理科大学 葛飾キャンパス 

・医療薬学教育研究支援センター生涯学習プログラム 

 

秋本先生より 

 平成 31 年 3 月 21～23 日に行われた「日本薬学会」について、8,000 名の参加者を迎え盛会だったこと

を報告され、同窓会からの協力についてもふれていただいた。 

 

 

最後に、本日初めて幹事会に来られた方に自己紹介をしていただいた。 

 

 

次回幹事会は、令和元年 7月 20 日（土）12：30～ インテリジェントロビー・ルコ にて 


